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1章 研究目的と計画 

1.1 研究目的 

現代の日本、及び世界各国は新型コロナウイルスのパンデミックにより、これ

までに体験したことのない状況に直面している。新型コロナウイルス感染者数

は 2020 年 5 月時点では世界では 520 万人、死者数 33 万となっている（WHO, 

2020.5.24）。日本においても、4 月 7 日に緊急事態宣言、4 月 16 日に緊急事態

宣言の全国への拡大が行われ、全国で外出自粛が要請された。緊急事態宣言中に

は人との接触機会を 8 割程度減らすことが要請されているが、このように他者

との交流が長期間に渡り大幅に制限されていることはかってない事態である。

このような事態に人はどのように対応したのか、また今後人との関係性はどの

ように変化していくのかを検討することは、現代における喫緊の課題であると

言える。本研究では、社会心理学、教育心理学、臨床心理学の観点から、新型コ

ロナウイルスをめぐる問題に多角的にアプローチする。 

本研究では主に次の３つの課題について明らかにすることを目的とする。１）

日本社会における社会規範の影響、２）新型コロナウイルスによるストレスと対

処行動、3）新型コロナウイルスによる他者との関係性の変化。そのために、オ

ンライン調査により全国に居住する男女を対象とした大規模な調査を行う。新

型コロナウイルスをめぐる状況は刻々と変化しており、それに伴いリスク認知

等も変化することが予想されるため、調査は 2 時点において行う。 

１）日本社会における社会規範の影響 日本では、政府による外出自粛は海外

のように罰則を伴うものではなかったにも関わらず、休日の人出は大幅に減少

し、飲食店を利用する人も大幅に減少した。そこには、感染のリスクのある行動

は避けなければならないという社会規範が働いていたと考えられる。日本は、他

者との良好な関係を維持することを重視する相互協調的自己観が優勢な文化で

あるとされており（Markus & Kitayama, 1991）、そのために他者からの期待が

重要な役割を果たしやすい、つまり社会規範が大きな影響を持ちやすいと考え

られる。また、新型コロナウイルスのリスク認知においても、ウイルスそのもの

に対する恐怖だけではなく、感染者が出ると職場が閉鎖になるなど、周りの他者

に迷惑をかけることを恐れるという意識が強いと予測される。制御焦点理論

（Higgins, 1998）によれば、義務や損失の活性化が警戒的な行動方略を導く。

このため、規範に反すると見なされる人に対してはより排他的行動を取りやす

いと予想される。日本では感染者やその家族への偏見・差別のみならず、自粛に

従わない者や営業中の飲食店へのバッシングも多数報告されている。本研究で

は、社会規範に対する意識が、リスク認知、感染予防行動の実行度、規範逸脱者
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への排他的態度に及ぼす影響を検討する。 

２）新型コロナウイルスによるストレスと対処行動  

新型コロナウイルスによる自粛要請、経済的困難、他者との交流の減少等によ

り、ストレスを感じている人が多いことが報告されている（株式会社ブレインパ

ッド, 2020）。本研究では、どのようなことが新型コロナウイルスによる生活変

化の中で特にストレッサ―となっているのか、どのようなストレス対処行動が

新型コロナウイルス感染リスク期においてうまく働いているかを明らかにする。

特に SNS やマス・メディアへの接触の度合いによる影響を検討する。これら情

報源への接触により、新型コロナウイルスのリスク認知やストレスの感じやす

さが異なっている可能性がある。中国では、新型コロナウイルス感染拡大により、

SNS への接触頻度が増加していること、SNS への接触頻度が高い人の方がうつ

傾向が高いことが示されている（Gao et al., 2020）。日本でも同様の傾向が見ら

れるのか、そして感染状況の違いによってどのような違いが出るかを確認する。 

近年の研究（e.g., Crum et al., 2013; 岩本ら, 2020）によれば、ストレスの性

質についての信念（ストレス・マインドセット）が精神的健康に影響を及ぼすこ

とが示されている。ストレス有益マインドセットをもつことが、コロナ禍におい

ても心身の健康を維持させうるという可能性についても検討を行う。 

また、ストレス対処行動としては特に他者への相談行動に着目する。ストレス

が増大することにより、カウンセリング等による専門家への相談や、友人・家族

へのインフォーマルな相談を求める人が増えると予想されるが、一方で感染リ

スクの懸念により、援助要請をためらう葛藤が生じるのではないかと考えられ

る。本研究では、感染症のリスク状況下における相談行動へのとらえ方（オンラ

インでのカウンセリングへの態度も含む）について明らかにする。 

３）新型コロナウイルスによる他者との関係性の変化 長期間の外出自粛、感

染のリスクにより、家族、友人、一般の他者との関係性は変化したかを検討する。

他者と交流したいという関係性欲求は基本的な心理欲求の一つ（Ryan & Deci, 

2000）であり、コロナ禍で社会的距離を取らざるを得ない状況下では、他者と

交流したいという関係性欲求は高まっている可能性がある。しかし一方で、病原

の回避は人類の歴史における重要な適応課題であり（Griskevicius & Kenrick, 

2013）、そのための心理的機制が人と人を遠ざける方向で作用する可能性も考え

られる。本研究では他者との関係性についての認知の変化を探索的に検討する

とともに、それらの個人差と関連する心理的・社会的要因についても検討する。 

 

1.2 研究計画 

本研究では、コロナウイルス感染拡大による社会への影響、およびコロナウイ
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ルス感染リスクの異なる 2 時点間により、ストレスレベルや他者との関係性に

違いが見られるかを検討するため、調査会社に依頼し、オンライン調査を２時点

において実施した。実施時期は、8 月及び 11 月であった。 

感染のリスク認知に関しては、地域により感染者数が大幅に異なるため、地域

によっても異なると予想された。そこで、都市部、地方を含む全国において調査

を実施した。 

 

1.2.1 調査対象者 

オンライン縦断調査の対象者は、全国の 18 歳～69 歳の男女とし、大都市圏、

地方居住者の両方を含むものとする。性別、年齢に偏りがないように割り付けを

行った。１回目の調査では、回答者数は 1645 名であり、有効回答数は 1555 で

あった。２回目の調査では、１回目の回答者に対して再度回答依頼を行った。回

答者数は 1338 名であり、有効回答数は 1257 であった。 

 

1.2.2 質問項目 

アンケートの質問内容は以下のような構成となっている（付録 参照）。 

1.2.2.1 新型コロナウイルスの感染リスク認知（Q1_1～Q1_4） 

感染リスク認知は Slovic（1987）を参考に恐ろしさと未知性の 2 次元を測定

した。恐ろしさの 2 項目（「死に至る可能性がある」など），未知性の 2 項目（「科

学的に解明されていない」など），計 4 項目について尋ねた。これらに対する回

答は「1：まったくあてはまらない」～「5：非常にあてはまる」の 5 件法で測定

した。 

 

1.2.2.2 新型コロナウイルスに関する不安感情（Q1_5～Q1_15） 

感染に対する不安について、自分が感染することへの不安の 3 項目（「自分が

感染するリスクが高いと思う」など）、他者を感染させる不安の 2 項目（「感染し

たら家族に新型コロナウイルスをうつしてしまうのではないかと心配だ」など）、

感染した場合の周りの目への不安の 2 項目（「自分が感染すると周りから白い目

で見られるのではないかと心配だ」など）、社会全体の影響への不安の 2 項目

（「新型コロナウイルス感染拡大による医療の崩壊が心配だ」など）、計 9 項目

について尋ねた。 

新型コロナウイルスに対する全般的な不安感情について，及川・及川（2010）

で用いられた不安感情の項目の「新型インフルエンザ」を「新型コロナウイルス」

に修正して「新型コロナウイルスのことを考えると不安になる」，「新型コロナウ
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イルスを怖いと感じる」の 2 項目について尋ねた。 

これらに対する回答は「1：まったくあてはまらない」～「5：非常にあてはま

る」の 5 件法で測定した。 

 

1.2.2.3 新型コロナウイルスに関する感染確率予測（Q2） 

今後 1 ヶ月以内に自分自身、および自分と同じ都道府県に住んでいる平均的

な人の感染確率の予測数値（0－100％）について尋ねた。 

 

1.2.2.4 感染予防行動実行度（Q3） 

９つの新型コロナウイルス感染予防行動の実行度に関する 9 項目（「外出時は

マスクを着用する」など）について尋ねた。これらに対する回答は「1：まった

くしていない」～「5：可能なかぎりしている」の 5 件法で測定した。 

 

1.2.2.5 新型コロナウイルスに関する規範認知（Q4） 

多くの人が感染予防行動をとるべきだと考えているという社会規範に対する

認知の 4 項目（「多くの人が外出時にはマスクをつけるべきだと考えている」な

ど）、自分が感染予防行動をとるべきだという個人的規範に対する認知の 4 項目

（「自分は、外出時にはマスクをつけるべきだと思う」など）、計 8 項目について

尋ねた。これらに対する回答は「1：まったくそう思わない」～「5：たいへんそ

う思う」の 5 件法で測定した。 

 

1.2.2.6 感染者と規範逸脱者への態度（Q5、Q6、Q7） 

 新型コロナウイルスに感染した人に対する態度の 5 項目（「気の毒だ」など）、

マスクをつけずに外出している人に対する態度の４項目（「他人に迷惑をかけて

いる」など）、および自分がマスクをつけずに外出した場合、周りの人からどの

ように見られるという規範逸脱への他者評価の４項目（「やむを得ない理由があ

るのだろう」など）、計 13 項目について尋ねた。これらに対する回答は「1：ま

ったくそう思わない」～「5：たいへんそう思う」の 5 件法で測定した。 

 

1.2.2.7 新型コロナウイルスに関するコントロール可能性認知・

責任帰属（Q8） 

 予防対策による新型コロナウイルスへのコントロール可能性認知の 2 項目

（「新型コロナウイルスは十分注意すれば予防することが可能だ」など）、感染に

対する責任帰属の 2項目（「新型コロナウイルスに感染するのは、本人の責任だ」

など）、計 4 項目について尋ねた。これらに対する回答は「1：まったくそう思わ

ない」～「5：たいへんそう思う」の 5 件法で測定した。 
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1.2.2.8 新型コロナウイルス感染拡大による生活変化（Q9） 

 回答者の経済（「世帯収入が減った」など）、家族（「子ども・または自身の学

校が休校になった」など）、趣味（「趣味の活動ができなくなった」）に関する生

活変化を複数選択式で尋ねた。*1 回目調査のみ 

 

1.2.2.9 新型コロナウイルスに関するストレス反応（Q10） 

過去 2 週間の間のストレス反応の４項目（「緊張感、不安感または神経過敏を

感じる」など）について尋ねた。これらに対する回答は「0：まったくない」～

「4：ほとんど毎日」の 4 件法で測定した。 

 

1.2.2.10 専門家への援助要請意図（Q11） 

3 つの方法でメンタルヘルスの専門家（精神科医、臨床心理士、公認心理師な

ど）に相談したいという援助要請意図の 3 項目（対面、電話、オンライン）につ

いて尋ねた。これらに対する回答は「1：相談したいと思わない」～「4：相談し

たいと思う」の 4 件法で測定した。 

 

1.2.2.11 相談に対する不安（Q12） 

対面に対する不安の 5 項目（「対面での相談によりメンタルヘルスの専門家や

他のスタッフから感染するかもしれないこと」など）、オンラインで相談に対す

る不安の 4 項目（「オンラインでの相談では，相談したい内容の微妙なニュアン

スが伝わらないかもしれないこと」など）、計 9 項目について尋ねた。これらに

対する回答は「1：心配ではない」～「4：心配だ」の 4 件法で測定した。 

 

1.2.2.12 新型コロナウイルス関連のストレッサ―（Q13） 

 新型コロナウイルスに関するストレス反応の原因となるストレッサ―の 9 項

目（「自分自身が感染するかもしれないこと」など）について尋ねた。これらに

対する回答は「1：まったくストレスに感じない」～「5：該当しない」の 5 件法

で測定した。 

 

1.2.2.13  新型コロナウイルスに関する情報接触頻度（Q14） 

 5 つのメディア情報源（テレビ、SNS など）、および人との会話によって、新

型コロナウイルスに関する情報と接触する頻度、計 6 項目について尋ねた。こ

れらに対する回答は「1：まったくない」～「5：とてもよくある」の 5 件法で測

定した。 

 



10 

 

1.2.2.14  コロナ禍の対人関係傾向（Q15） 

 新型コロナウイルス感染拡大により、家族や周りの人との関係の変化につい

て 10 項目（「家族と過ごす時間が増えて、家族との絆が深まった」など）を尋ね

た。これらに対する回答は「1：全くあてはまらない」～「5：非常にあてはまる」

の 5 件法で測定した。 

 

1.2.2.15  親和願望（Q16） 

 光浪（2012）の対人関係における動機尺度の下位尺度である親和願望を用い

た。光浪（2012）の因子分析結果に基づき，因子負荷量の高い 10 項目（「でき

るだけ多くの友達をつくりたいし，つくれると思う」など）を採用した。これら

に対する回答は「1：全くあてはまらない」～「5：非常にあてはまる」の 5 件法

で測定した。*1 回目調査のみ 

 

1.2.2.16  ストレスに対するマインドセット、コロナ観（Q17） 

 ストレスに対するマインドセットの 2 項目（「ストレスは悪影響があり，避け

るべきだ」、「ストレスは良い影響があり，利用すべきだ」）、およびアフターコロ

ナ観に関する 3 項目（「今外出などをがまんすれば、コロナ禍が終息し、元の生

活様式に戻るだろう」など）、ウィズコロナ観に関する 2 項目（「これから数年間

は、コロナ禍と共生していかなければならない」など）、計 7 項目を尋ねた。こ

れらに対する回答は「1：まったくそう思わない」～「5：たいへんそう思う」の

5 件法で測定した。 

 

1.2.2.17 関係流動性（Q18） 

 Yuki et al (2007)の関係流動性尺度 12 項目より 4 項目（「この地域の人たちに

は、人々と新しく知り合いになる機会がたくさんある」など）を用いた。これら

に対する回答は「1：そう思わない」～「4：そう思う」の 4 件法で測定した。*1

回目調査のみ 
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2章 第 1回調査の分析結果 

2.1 回答者の基本属性 

2.1.1 有効回答 

8 月 7～11 日に第 1 回調査を実施し、1645 名の回答を得た。有効回答数は

1555 名であった（有効回答率 94.5％）。  

 

2.1.2 性別 

 性別は、男性は全体の 49.5%（769 名）、女性は 50.5%（786 名）であった（図

2.1.2）。 

 

 

図 2.1.2 性別  

男性

49.5%

女性

50.5%
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2.1.3 年齢 

 年齢は、20 代は全体の 20.1%、30 代は 20.0%、40 代は 19.7%、50 代は 19.7%、

60 代は 20.5%であった。 

年代と性別でクロス集計した結果を表 2.1.3 に示す。 

  

表 2.1.3 年代と性別のクロス集計 

 

  

2.1.4 職業 

回答者の職業は会社員が 46.9%，専業主婦・無職が 25.8%，パート・アルバ

イトが 14.3%，その他が 13.1%であった（図 2.1.4）。 

 

 
図 2.1.4 職業 

 

2.1.5 学歴 

 回答者の最終学歴は，中学校が 1.7%，高等学校が 26.5%，専門学校・専修学

校が 12.3%，短期大学・高専が 9.5%，大学が 43.7%，大学院が 5.7%，その他が

0.6%であった（図 2.1.5）。 

 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

1回目 155 158 155 156 150 156 150 156 159 160 1555

合計
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アルバイト
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図 2.1.5 学歴 

 

 

2.2 新型コロナウイルスに関する回答結果 

2.2.1 新型コロナウイルス感染拡大による生活の変化 

新型コロナウイルス感染拡大によって、生活に影響があったかについての質

問の結果を図 2.2.1 に示す。最も「影響を受けた」との回答が多かったのは「趣

味の活動ができなくなった」で、次いで「遠方の家族に会えなくなった」こと、

3 番目に「世帯収入が減った」ことが挙げられた。「世帯収入が減った」という

人は 26.4%で、「自分または配偶者の仕事がなくなった」も 8.0%あり、経済的に

も深刻な影響があることが示唆された。 

中学校
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図 2.2.1 新型コロナウイルス感染拡大による生活の変化 

 

 

2.2.2 新型コロナウイルスに対するリスク認知、不安 

リスク認知も不安も、男性より女性の方が高いことが確認された。いずれの

回答も 1~5 段階のうち 3.5～4 と高い値をマークしており、新型コロナウイル

スに対するリスク認知、不安感情は全体的に高かった（図 2.2.2）。男女ともに

「社会全体への影響への不安」が最も高く、経済状況の悪化や医療崩壊といっ

た社会全体の変化に対する心配が大きいことが示された。 
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図 2.2.2 リスク認知とさまざまな不安の平均値 

 

 

2.2.3 新型コロナウイルス感染確率の予想 

 

 

図 2.2.3 自分の感染確率と他者の感染確率の予想 
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新型コロナウイルスに感染するリスクを 0～100%の範囲で予想してもらった

結果、自分の感染確率の予想は他者の感染確率の予想よりも低く分布した（図

2.2.3）。多くの人が、自分が感染する可能性を楽観的に捉えていた。感染確率

の予想の平均値は自分が 27.1%、同じ都道府県に居住する一般的な人の平均値

は 38.0%であった。実際には、調査直前の 2020 年７月の感染確率は 0.014%で

あり、それよりはかなり高い予想となっている。 

 

 

2.2.4 新型コロナウイルスへの感染対策の実施 

 

 

図 2.2.4 新型コロナウイルスへの感染対策の実施の程度 

 

新型コロナウイルス感染対策を、それぞれどの程度行っているかについて尋

ねた（図 2.2.4）。実施率が高いのは「外出時のマスクの着用」と「帰宅時の手洗

い」で、「可能な限りしている」の回答が約 80％となっていた。次いで、「外出

を控える」「他の都道府県に行かない」「ひとごみに行かない」が高くなっており、

「可能な限りしている」が 60％前後となっていた。対して実施率が最も低い行

動は「顔を触らない」で、目や鼻、口などを触らないことを感染対策として意識

している人が少ないと考えられる。「入念な手洗い」と「部屋の換気」も相対的

に実施している人が少なく、「可能な限りしている」と回答した人が約 40%であ
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った。マスク着用と手洗いは感染対策として８月時点でかなり定着している一

方で、実施率が低い行動もあることが示された。 

 

2.2.5 新型コロナウイルスに関するストレス 

 

 

図 2.2.5 新型コロナウイルスに関してストレスになっていること 

 

新型コロナウイルス感染に関して人々がストレスに感じていることを尋ねた。

その結果、「とてもストレスに感じる」および「ややストレスに感じる」と回答

した人が 60%を超えたのは、自分の感染や他者を感染させること、感染した場

合の周りの目、新しい生活様式を送ること、外出を控えなければならないことで

あった。新型コロナウイルスの感染に関することは人々にとってストレスとな

っていることが示された。また、外出を控えないといけないこと、常にマスクを

着用するなどの新しい生活様式もストレス源となっていた。 

「仕事や学校がオンラインであること」は約３割の人が、「出勤・通学が再開

したこと」は約４割の人がストレスに感じていた。仕事や学校がオンラインであ

ることに対してストレスと感じるとの回答の方が少ないのは、調査時点の８月

においてはすでにオンラインでなくなっている可能性が考えられる。経済面に

ついては約５割の人がストレスとして感じていた。 
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2.2.6 新型コロナウイルス感染拡大による人間関係の変

化 

 

 

図 2.2.6 さまざまな人間関係の変化 

 

新型コロナウイルス感染予防のため、外出を控える、人と会うことを控える、

などの行動が必要になった。それにより、人との距離感は変わっただろうか。コ

ロナ禍における人間関係の変化について尋ねた（図 2.2.6）。 

全体的に、関係変化があったと答えた人は 20%前後で、項目間に大きな違い

はなかった。「孤独感を感じる」に「あてはまる」とした人は約２割であるのに

対し、「人間関係のストレスが減った」との回答も 25.1%であった。家族との関

係については、「絆が深まった」は「あてはまる」が 23.8%であるのに対し、「け

んかやいさかいが増えた」は 15.1%であり、「絆が深まった」の方がやや多くな

っていた。コロナ禍における人間関係の変化は、マイナスの側面だけでなく、家

族との絆が深まった、オンラインによる勤務などで人間関係のストレスが減っ

たなどプラスの側面もあったことが示された。 

終息後のことに関しては、「対面でのつきあいを増やしたい」に「あてはまる」

とする人は 28.9%、「対面でのつきあいを減らしたい」は 21.8%であり、「対面で

のつきあいを増やしたい」の方がやや上回っていた。 
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2.2.7 新型コロナウイルスとの共生や終息に関する意見 

 

図 2.2.7 新型コロナウイルスとの共生や終息に関する意見 

 

新型コロナウイルスとの共生や終息に関して、どのように考えているかにつ

いて尋ねた（図 2.2.7）。 

「今後数年間はコロナ禍と共生していかなければならない」については「そう

思う」とする回答が約 8 割となっており、多くの人が新型コロナウイルスとの

共生を予想していることが明らかになった。対して、いま自分たちが現在の生活

様式に我慢していれば、あるいはワクチンや治療薬が開発されれば元の生活様

式に戻るだろうと、コロナ禍の終息を予想している人は少なく、「そう思う」と

する回答は約２割であった。 
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3章 1回目と２回目の変化の分析結果 

3.1 2回目調査の回答者の基本属性 

3.1.1 有効回答 

11 月 20～27 日に、第 1 回調査の回答者を対象に第 2 回調査を実施し、1338

名の回答を得た。有効回答数は 1257 名であった（有効回答率 93.9％）。 

 

 

3.1.2 性別 

 性別は、男性は全体の 48.9%（615 名）、女性は 51.1%（642 名）であった（図

3.1.2）。 

 

 

図 3.1.2 性別  

男性

48.9%
女性

51.1%
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3.1.3 年齢 

 年齢は、20 代は全体の 17.7%、30 代は 19.7%、40 代は 20.1%、50 代は 20.5%

で、60 代は 22.0%であった。 

年代と性別でクロス集計した結果を表 3.1.3 に示す。 

  

表 3.1.3 年代別と性別のクロス集計 

 

 

3.2 1回目調査と 2回目調査の結果の比較 

3.2.1 新型コロナウイルスに対するリスク認知 

新型コロナウイルスに対するリスクについて、２回目の時点では、減少傾向が

みられ、わずかだが時間の経過とともに人々のリスク認知が下がっていた（図

3.2.1）。 

 

図 3.2.1 男女別のリスク認知の平均値比較 

 

 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
1回目 155 158 155 156 150 156 150 156 159 160 1555
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合計
18-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳
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3.2.2 新型コロナウイルスに対する不安感情 

新型コロナウイルスに対する不安をどのように感じているかを尋ねた。リス

ク認知とは異なり、不安感情は男女ともにあまり変化が見られなかった（図

3.2.2）。 

 

図 3.2.2 リスク認知とさまざまな不安の平均値 

 

 

3.2.3 感染確率の予想 

今後１ヶ月以内の自分の感染確率の予想、および自分と同じ都道府県に住ん

でいる平均的な他者の感染確率の予想について、0～100%で尋ねた。その結果、

2 回目の調査における自分の感染確率の予想は 1 回目調査よりも高くなったが、

他者の感染確率の予想は 1 回目調査と 2 回目調査の間に変化がみられなかった

（図 3.2.3）。 

性別による違いは 2 回目調査でも見られ、自分の感染確率も他者の感染確率

も女性の方が男性より高いことが確認された。 
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図 3.2.3 男女別の感染確率の予想（％） 

 

 

3.2.4 感染予防行動 

 

新型コロナウイルス感染予防のために、予防行動をどれぐらい実施している

か、1 回目と 2 回目の調査結果を比較した。 

外出時のマスクの着用については、2 回目の調査時点では「可能なかぎりし

ている」を選択する人の割合が高くなっており、マスクを着用することが定着

してきた傾向が見られた（図 3.2.4.1）。 
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図 3.2.4.1 外出時のマスク着用状況 

 

用事がないときの外出控えについては、「可能なかぎりしている」を選択す

る人の割合が少し減っていた（図 3.2.4.2）。 

 

図 3.2.4.2 外出時のマスク着用状況 

 

「定期的に窓を開けて、部屋の空気を入れ替える」については、実行してい

る人の割合が低下した。これは、新型コロナウイルスに対する危機意識の低下

というよりも、気温が低下し、窓を開けるのをためらう人が増えたためではな

いかと考えられる（図 3.2.4.3）。 
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図 3.2.4.3 部屋の換気状況 

 

 

3.2.5 ストレス反応 

 

それぞれの調査時点における新型コロナウイルスに関するストレス反応の程

度を比較した。 

2 時点ともに、「過去２週間の間、緊張感、不安感又は神経過敏を感じた」こ

とのある人は半数近いだが、「週の半分以上」と「ほとんど毎日」を選択する人

の割合が、1 回目調査と比べて 2 回目調査では低下した（図 3.2.5）。 
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図 3.2.5 ストレス反応 

 

 

3.2.6 ストレスに感じること 

また、新型コロナウイルスによって引き起こされた新たな状況に対して、どの

くらいストレスを感じていることを尋ねた。 

日常生活でソーシャルディスタンスを確保し、マスクを着用することに対し

てストレスを感じている人の割合は、1 回目調査と比べて 2 回目調査ではやや

低下した（図 3.2.6.1）。ソーシャルディスタンスを取ることやマスクの着用とい

った新しい生活様式に慣れた人が多くなっている傾向がみられた。ただし、「や

やストレスを感じる」「とてもストレスに感じる」と回答した人が 2 回目調査に

おいても 6 割以上を占めている。 
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図 3.2.6.1 ソーシャルディスタンスの確保やマスク着用などの 

新たな生活様式に対するストレス反応 

 

 

「経済面の心配や仕事を失うのではないかという不安」に対して「ややストレ

スを感じる」「とてもストレスに感じる」と回答した人は、1 回目調査よりも 2

回目調査のほうが少し多くなっていた（図 3.2.6.2）。新型コロナウイルス感染拡

大による経済不況の長期化が影響していると考えられる。 

 

図 3.2.6.2 経済面の心配や仕事を失うのではないかという不安 

に対するストレス反応 
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29.0%

30.2%
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18.5%

18.1%
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1回目

まったくストレスに感じない あまりストレスに感じない

ややストレスに感じる とてもストレスに感じる 経済不安による

ストレスが少し

増加 
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3.2.7 情報接触頻度 

新型コロナウイルスに関する情報をどこから入手し、どのくらいの頻度で情

報に接触したかを尋ねた。情報源としてテレビのニュース番組、インターネット

ニュース、SNS、人との会話の 4 つについて質問した。 

新型コロナウイルスに関する情報の入手頻度が最も多かった媒体は、テレビ

のニュース番組であった。1 回目調査、2 回目調査ともに 4 割の人が、とてもよ

く新型コロナウイルスに関する情報を得ると回答した。また、25%前後の人がし

ばしば情報を得ると回答しており、1 回目調査と２回目調査の間で、テレビのニ

ュース番組から新型コロナウイルスに関する情報の入手頻度はあまり変化が見

られなかった（図 3.2.7.1）。 

 

 

図 3.2.7.1 テレビニュースでの情報接触頻度 

 

 

次に新型コロナウイルスに関する情報の入手頻度が多かった媒体は、インタ

ーネットニュースであった。2 回目の調査時点で、インターネットニュースから

情報を入手する頻度は全体的に少し低下したが、「しばしばある」と「とてもよ

くある」を選択する人の割合は 6 割程度であった（図 3.2.7.2）。 
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11.5%

11.4%

16.5%

15.5%

24.6%

25.9%

40.6%

40.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2回目

1回目

まったくない たまにある 時々ある しばしばある とてもよくある

テレビのニ

ュース番組

はずっと閲

覧されてい

る 
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図 3.2.7.2 インターネットニュースでの情報接触頻度 

 

 

SNS から新型コロナウイルスの情報を入手している人は、テレビのニュース

番組やインターネットニュースと比べて少なくなっている。 

インターネットニュースと SNS はともに、自分の関心のある情報にのみ触れ

ることができるというフィルタ機能を持つため、これら媒体からの情報入手頻

度が減少するのは、人々の新型コロナウイルスに対する関心が徐々に減ってい

ることが考えられる（図 3.2.7.3）。 

 

図 3.2.7.3  SNS での情報接触頻度 
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最後に、人との会話は、SNS からの情報接触頻度と同様の傾向が見られ、全

体的に情報接触頻度が下がってきた。 

2 回目の調査時点で、新型コロナウイルスに関する情報への接触頻度が全体で

みても少し低下したが、新型コロナウイルスについて会話する人は 9 割ほどと

なっていた（図 3.2.7.4）。 

 

図 3.2.7.4  会話での情報接触頻度 
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3.3 まとめ 

 まとめると、1 回目調査の時点と 2 回目調査の時点の間で、全体的に僅かに変

化が見られた。リスク認知は男女ともに 2 回目調査で低下したが、不安感情は

変化が見られなかった。また、感染確率については、自分の感染確率の予想のみ

が 2 回目調査で高くなっていた。対して、平均的な他者の感染確率には 1 回目

調査と 2 回目調査で変化が見られなかった。 

マスクの着用以外の予防行動はさまざまな程度の減少がみられ、新型コロナ

感染対策が徐々にゆるくなってきたことが読み取れる。また、人々は新しい生活

様式にだんだん慣れてきた傾向が見られたが、経済的側面についてストレスを

感じる人がやや増加していた。 

新型コロナウイルスに関する情報は、テレビのニュース番組から入手する人

が多く、この接触頻度には変化が見られなかった。それ以外の媒体から新型コロ

ナウイルスに関する情報を目にする頻度は減少していた。 
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4章 自由記述 

第 1 回調査の有効回答者数は 1555 名、自由記述はのべ約 495 であり、第 2 回

調査の有効回答者数は 1257 名、自由記述はのべ約 355 であった。 

 

4.1 1回目の自由記述の具体例 

回答をＫＪ法でカテゴリーに分類した。それぞれのカテゴリーからいくつか

実際の回答を示す。KJ 法の図は図 4.2.1 に示す。 

 

不安感・ストレス（94） 

1 不安（25） 

 「収入が減り、趣味も我慢。子供達の就職もあり、不安だらけ。」（女性・40

代） 

 「症状が出ていなくても、知らないうちに罹患しているかもと不安になる。」

（女性・60 代） 

 「不明な点がまだ多く将来の状況を見通せない不安感がある」（男性・20 代） 

 

2 困る（18） 

 「終息に役立つかどうか若干の疑問はある」（男性・40 代） 

 「大学の活動が本来の水準になることを目指して、オンラインでの取り組み

を行ってほしいと感じている。とくに、人数制限を設けているなどで大学図

書館が使いにくく卒論の資料集めに苦戦しているので、電子図書館サービス

の拡充などで対策してもらえるといいと考えている。」（女性・20 代） 

 「テレワークがしたいけど出来るような会社じゃないので、政府が圧力かけ

るくらい真剣に取り組んで世の中「仕事のやり方」を変えてほしい。」（女性・

40 代） 

 

3 心配（12） 

 「こどもが感染しないかとても心配です。」（女性・40 代） 

 「遠方の親の様子が気になるが仕方がない。」（女性・40 代） 

 「拡大が心配。」（男性・60 代） 

 

4 ストレス（11） 

 「コロナのせいで景気も悪く、人にも会いづらいのでストレスがたまるので



33 

 

嫌だ。」（男性・30 代） 

 

5 怖い（11） 

 「最近、身近にいる知人がコロナ感染者との濃厚接触者になり、改めて感染

の恐ろしさを実感した。誰でも感染する可能性があると感じた。」（女性・60

代） 

 

終息への願い（85） 

 「一刻でも早くコロナが終息しますよう、願っています。」（女性・60 代） 

 「早く収束してほしい！」（男性・30 代） 

 「早く終息し、安全で自由に過ごせる日が早く来て欲しいです。」（女性・50

代） 

 「子供達が伸び伸び遊べる、学校に行ける生活、高齢者が安心して持病の治

療に専念出来る生活、社会活動全般が 1 日でも早く正常になる日が来るよう

にして欲しい。」（男性・60 代） 

 「みんなが早く安心して暮らせるようになりますように。」（女性・40 代） 

 

政治への批判（46）  

 「帰省は自粛しろと言いつつ GOTO キャンペーンを実行している事に矛盾

を感じつつ経済が回っていかない事に対する心配もあり今私達はどうすれ

ば良いか試されているように感じています。」（女性・60 代） 

 「政府の対処方針がなげやり・無策に見えるので、実に心もとない。」（男性・

40 代） 

 「何事にも正解はないが、最善を目指すのがあたりまえだと思う。ただあま

りにも危機管理能力ない政治にがっかりすると共に、国民の常識のなさや、

残念な出来事が多い事が明らかになったような気がする。」（男性・60 代） 

 「今だに PCR 検査が簡単に受けることが出来なく、陽性者の自宅待機者の

多さにもビックリします。政府には不信感しかなく、怒りをおぼえる」（女

性・40 代） 

 「給付金や協力金やキャンペーンなどで、今後増税になることが心配です。

独身や子供がいない場合、手当てがないもないのに、税金は高いので。」（女

性・40 代） 
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政治への改善要望・提言（36）  

 「お金を使うべきところは医療介護保育の現場やシステム、薬の開発・供給

だと思う。」（女性・40 代） 

 「たとえ現在のコロナ渦が収束しても、以前の生活様式に戻る事は出来ない。

また、新たなウィルスが必ず出て来る。その為にも、今回の感染経路や治療

法、政府の取った政策の検証や記録の全てを取って置くべき。また、感染症

対策特措法の改正で罰則規定を設けるべき。」（男性・60 代） 

 「政府はもっと対策に指針を明確にし、発表していただきたい。」（男性・60

代） 

 「GO to キャンペーンは今からでもすぐやめるべきだと思う。確かに経済的

には打撃を受けているが、新型コロナウイルスを収束させないと経済の回復

も見込めないと思う。経済の回復を優先させては新型コロナウイルスはます

ます感染が拡大し、余計に経済の回復が遅れると思う。」（女性・20 代） 

 

医療への期待（44） 

 「ワクチン開発、接種を１日も早く実施して欲しい。」（男性・60 代） 

 「早く有効で副作用の少ないワクチンがあると良いですね。」（女性・30 代） 

 「かかってもインフルエンザと同じくらいの扱いになる医療が発達して欲

しい。」（女性・30 代） 

 「ＰＣＲ検査は誰でも自由に受けられるべきだと思う。」（女性・60 代） 

 「諸外国のように、受けたい時に検査が受けれるようになるといいなと思い

ます。無症状の人が増えていて、見逃されているのが心配です。」（女性・60

代） 

 

人の行動について（42） 

 「皆がマスク等のエチケットを守り、外出自粛を心がければ、今よりは感染

者を減らすことができると信じています。互いに協力し、助け合う気持ちが

今は足りないと思います。」（女性・20 代） 

 「国や自治体に決定してもらわないと、自分では判断できない人が多すぎ

る。」（男性・50 代） 

 「一般人のコロナに対する取り組みが両極端になってきているようでおそ

ろしい。」（男性・30 代） 

 「コロナウイルスによってたくさんの人が亡くなってしまいましたこれか
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らも犠牲者が増えないように自分にできる予防や周りへのマナーを守って

いきたいと思います。」（女性・30 代） 

 「コロナよりも人間の方が怖い。」（女性・40 代） 

 

情報過多（31） 

 「マスコミが不安ばかりを煽っているような気がしています。」（女性・50 代） 

 「コロナに関するワイドショー報道が、不安を煽るものが多くて不快感が強

い専門家でもない芸能人や著名人のコメンテーターも憶測や偏った話が多

く、もう少し内容を考えてほしいと思うこういう時こそ報道がちゃんとした

ことを伝えてほしい。」（女性・30 代） 

 「新型コロナウィルスについて、感染力の強さやウィルスの強さ、症状の違

いなど、情報が多過ぎて何を信じていいのか分からない。」（女性・60 代） 

 「国、地方自治体、医療関係者が発信する情報が、すべき、しないといけな

い行動が、多岐に渡っていて何が本当なのか、どうすれば良いのかが不明。」

（男性・60 代） 

 「もうニュースで聞き飽きた。」（男性・50 代） 

 

楽観的意見、プラスの側面（30） 

 「コロナ、コロナと世の中が騒ぎすぎ、自分たちで住みにくい世の中にして

しまった、ウイルスは何百種類もあるのだからうまく付き合っていったらい

いのにとおもう、今までの経験がまったく生かされてない、いろいろの病気

を人類は経験してて、昔の人でも医学科学がなくてもなんとかやってきたの

に、と思う。」（女性・30 代） 

 「心配ではあるが、過剰に反応しすぎている面もあると思う。」（女性・60 代） 

 「かかっても治す薬が開発されればインフルエンザと同じレベルの病気だ

と思う。」（女性・50 代） 

 「新型コロナウイルスの流行によって得るものも多くあると思う。」（男性・

40 代） 

 「コロナ感染拡大による自粛要請において、諸外国に比べなんの罰則もない

日本でありながら、国民はそれを守り見事なまでの統制をとりました。日本

人の素晴らしい一面でしょうか。」（男性・60 代） 
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4.2 1回目と２回目の変化 

 1 回目と 2 回目での自由記述を検討した結果を図 4.2.1、図 4.2.2 に示す。1 回

目と 2 回目はともに「状況改善願望」、「精神面への影響」、「政治」、「情報」「人

の行動」とその他のカテゴリーに構成された。 

精神面におけるネガティブな表現が多くみられ、その内容はコロナに関する

ニュースや不安を煽る情報が多いこと、政府のコロナ対策への不満が多かった。

普通の生活に戻りたい、ワクチンがほしい、コロナ対策の改善、個人行動を見直

すなど状況改善の要望がみられた。 

 ２回目のカテゴリーの変化について、「ワクチンへの配慮」という新しいカテ

ゴリーが増えた。１回目はワクチンの開発を願う意見が多かったが、2 回目はワ

クチンの開発が進んだため、ワクチンの効果や安全性に懸念を抱く声があった。

これは、各国でワクチンの臨床結果が出てきたためだと考えられる。 

「GO TO キャンペーン」に対する意見が 1 回目より増加した。これは調査

時期が GO TO キャンペーンの実施時期と重なっていたためだと考えられる。

そのうちの多数は批判的な意見であった。 
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図 4.2.1 1 回目の自由記述の KJ 法結果 

普通の生活に戻り
たい（20）

• 元の生活に戻りたい（17）
• コミケ／旅行いきたい（3）

医療への期待（44）

• ワクチンがほしい（34）
• PCR普及してほしい（6）
• 発達の医療がほしい（4）

人々への応援と感
謝（8）

• 働いてくれる方に感謝（4）

• 医療従業者／みんなへの
応援（4）

生活様式の変化
（23）

• コロナと共存しなければな
らない（6）

• 人と会えない（5）
• 世界が変わった（3）
• このまま過ごす（2）

• ワクチンがでるまでこの状
態（2）

• その他（5）

情報過多（31）

• マスコミが不安を煽ってい
る（16）

• 情報に戸惑い（5）

• 不正確な報道／情報が多
い（5）

• コロナニュースが多すぎ
（5）

他者は過剰反応（16）

• 騒ぎすぎ＆怖がりすぎ（7）
• 人々が過敏になりすぎ（4）
• 人々が過剰反応している（4）
• その他（1）

状況改善願望（139）

ポジティブな考え（14）

• 新型コロナはインフルエンザ
と同じ扱いになるだろう（5）

• 今までうまく対応した（4）
• 悲観的考えない（3）
• コロナで得るものがある（2）

楽観的意見（30）

不安（25）

• 未知の将来（6）
• 職業／経済面（5）
• 感染可能性がある（3）
• 社会問題（3）
• 単なる不安（3）
• 感染者が増えている（2）
• 体調不良（2）
• その他（1）

精神面への影響（134）

怖い（11）

• 感染（8）
• コロナ自体（3）

ストレス（11）

• 政府の対応（4）
• 自粛生活（3）
• ニュース（2）
• 単なるストレス（2）

疲労感（5）

• 疲れた（5）

辛い（6）

• 外出できない（2）
• 夏でマスク（2）
• その他（2）

心配（12）

• 感染／うつす（5）
• 家族の生活（3）
• その他（4）

困る（18）

• 将来／コロナに対する戸
惑い・疑問（（10）

• 学校や試験（5）
• 職場（3）

仕方ない（7）

• 仕方ない（4）
• 我慢（3）

アンケート（20）

• 考えさせられた（7）
• 精神状態を分かった（2）

• 項目／調査へのアドバイ
ス（4）

• 結果が知りたい（2）

• 結果を活用してほしい
（2）

• その他（3）

良い情報不足（10）

• 役立ち／詳しい情報がほ
しい（8）

• 正確な情報が欲しい（2）

情報（47）

その他（5）

• 差別しないてほしい（3）
• その他（2）

クレーム（31）

• 一貫性のない政策（10）
• 不満（9）
• 失望（3）
• 対策は失敗だ（3）
• 不信感（5）
• その他（1）

財政・経済への心
配（10）

• 増税の心配（2）
• 経済問題が厳しい（4）
• その他（4）

政治（82）

批判・意見（16）

• 自分勝手な人がいる（4）
• 意識が足りない（4）

• みんなは自己判断できないか
（3）

• コロナより人間のほうが怖い
（2）

• その他（3）

規範（16）

• 行動に気を付けないと（9）

人の行動（42）

その他（10）

• 原因検討／反省（5）
• その他（5） 情報判断（6）

• 情報を自分で判断しなけ
ればならない（5）

• その他（1）

ネガティブな影響（94）

悲観（4）
大変（2） リスクは他人より高

いと感じる（3）

コロナ対策（20）

• 医療機関を支援すべき
（5）

• 経済と命の考え（5）
• 自粛続けるべき（3）
• その他（7）

GOTOキャンペーン
（5）

• GOTOキャンペーン早すぎ
る（3）

• GOTOキャンペーンやめた
ほうがいい（2）

意見（16）

• 政府をしっかりしてほしい
（8）

• 余計なことしないてほしい
（2）

• 中国に対する考え（4）
• その他（2）

批判（46）

改善要望・提言（36）

好転（5）

• 発症しない／違う新型がで
ないように（2）

• 好転になればいい（3）

終息への願い（85）

早く終息してほしい
（65）

期待（7）

• 他人が意識を持って行動してほ
しい（7）
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図 4.2.2 2 回目の自由記述の KJ 法結果 

普通の生活に戻りた
い（6）

• 元の生活に戻りたい（4）
• その他（2）

医療への期待（31）

• ワクチンがほしい（23）
• PCR普及してほしい（3）
• 医療機関の対応改善（3）
• ワクチン・治療法の解明（2）

人々への応援（2）

生活状態が変わった
（6）

• 以前には戻らない（2）
• 仕事に関する変化(2)
• 地域の感染防止状況(１)
• 自分も罹った（1）

迷惑な情報（23）

• マスコミが不安を煽っている
（9）

• マスコミへの不信（7）
• ワイドショウへの不満(4)
• その他(3)

他者は過剰反応（6）

• 騒ぎすぎ＆怖がりすぎ（5）
• 冷静に対応しなければ（1）

楽観的意見・プラス
の側面（15）

• 新型コロナとインフルエンザ
と同じ／インフルエンザのほ
うが怖い（5）

• 平穏な気持ちを保つ（5）
• コロナで得るものがある（2）
• うまく対応したら大丈夫（1）
• その他（2）

不安（16）

• 不安だらけ（5）
• 感染可能性がある（4）
• 職業／経済面（2）
• 以前の生活に戻れるか（2）
• その他（3）

精神面への影響（116）

怖い（8）

• 恐怖だけ（4）
• 無症状・目に見えない（2）
• コロナ増えてる（1）
• 人生が変わってしまう（1）

ストレス（7）

• 政府の対応（2）
• 予防対策（4）

• 感染が増えても会社に行か
なきゃ（1）

辛い（6）

• 自粛・予防生活（4）
• 困窮（１）
• 終わりが見えない（1）

心配（16）

• 感染拡大（5）
• 家族・自分の状況（4）
• 経済・仕事の影響（3）
• 医療負担（2）
• その他（2）

困る（11）

• いつ終わるか（4）
• 家族・生活への影響（3）
• ウイルスに戸惑う（2）
• 経済と両立（1）
• 日々報道する（1）

アンケート（12）

• 続けてほしい・興味深い（5）
• 質問項目への疑問・提案（4）
• その他（3）

よい宣伝・対策がほしい（5）

• 新しい生活様式のマナーを宣伝すべき
（2）

• 発信の仕方が悪い（2）
• 具体的なコロナ対策(1)

情報（40）
その他（4）

• 自殺者増えない（1）
• 差別しない（1）
• 外国観光を止める（1）
• 人を助ける（1）

クレーム（16）

• 不満（6）
• 対応が悪い（3）
• 対応・対策に疑問（3）
• 一貫性のない政策（3）

• 市民の声が聞いていない
（1）

財政・経済（7）

• 税金の無駄遣い（3）
• 収入問題（3）
• その他（1）

政治（67）

批判・意見（14）

• 意識が足りない（5）
• 自分勝手（3）
• 忍耐力の無さ（2）

• コロナより人間のほうが怖い
（1）

• その他（3）

規範（17）

• 自分が意識を持って行動す
る（12）

• 個人個人が協力しないと（5）

人の行動（38）

期待（7）

• 自覚してほしい（4）
• 防止対策をする（3）

ネガティブな影響（80）

怒り（2）

悲観（4）

コロナ対策（12）

• 適切な感染防止対策（7）
• マスクを義務化（1）
• 営業短縮すればよい（1）
• その他（3）

GOTOキャンペーンへ
の意見（16）

• GOTOキャンペーンに賛成
（1）

• GOTOキャンペーンに反対
（15）

意見（11）

• 政府をしっかりしてほしい
（5）

• 経済と命のバランス（5）
• 成功事例を学んでほしい（1）

批判や意見（39）改善要望・提言（28）

ワクチンへの配慮（8）

• ワクチンの安全性（4）
• ワクチンの効果（4）

状況改善願望（74）

ウイルスに関する疑
問（7）

• コロナウイルスの由来（4）
• 新型コロナの名前（2）
• その他(1)

その他（6）

楽観的意見（21）

その他（2）

GOTOキャンペーンへ
のアドバイス（3）

• 限定や給付金となる（1）
• 徹底的なPCR検査（1）
• 状況を見ながら実施する（1）

早く終息してほしい
（33）

• 終息の願い（29）
• 乗り切りたい（4）

良い情報不足（12）

• 詳しい情報がほしい（10）
• 正確な情報が欲しい（2）

油断になる（１）

疲労感（3）

終息への願い（39）
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付録 

新型コロナウイルス感染症に関する社会の変化調
査 

 

このアンケート調査は、新型コロナウイルス感染症に関して、あなたご自身の

生活スタイルや考え方、こころの状態などについて回答していただくものです。

調査によって、新型コロナウイルス感染症が私たちの生活にもたらした影響を

心理学的に明らかにすることを目的としています。この調査は、奈良女子大学の

研究グループ（安藤香織・梅垣佑介・竹橋洋毅）により実施しています。また、

奈良女子大学倫理審査委員会により承認されています。 

調査は任意・無記名でなされ、個人が特定されるような質問はありません。ま

た、個人が特定できる形で結果が公表されることもありません。回答をもって調

査の趣旨に同意いただいたものとしますが、途中で辞退されたとしても不利益

をこうむることはありません。 

次のページからアンケート画面が始まります。書かれた指示に従って、回答する

ようにしてください。回答に要する時間はだいたい 15 分です。 

 

アンケート回答中に気持ちがひどく落ち込むなどの心理的な変化が生じた場

合には、すみやかに回答を中断し、下記リンク等を利用してお近くの医療機関や

相談窓口へ連絡を取るようにしていただければと思います。電話やメール、SNS

での相談も可能です。 

厚生労働省サイト「こころの耳」＜http://kokoro.mhlw.go.jp/facility/＞ 

 

 

 

はじめに、あなたご自身のことを教えてください。 

SC1 年齢 

SC2 性別 

SC3 居住地域（都道府県） 

SC4 配偶者の有無 

SC5 職業 

SC6 学歴 
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SC7 同居の方の中に以下の方は含まれますか。あてはまるものすべてに○をつ

けて下さい。 

1 18 歳以下の子ども   2 70 歳以上の方   3 基礎疾患（糖尿病、心

不全など）のある方 

 

 

Q1 新型コロナウイルスについて、あなたはどのように感じていますか。以下の

項目について、それぞれ最もあてはまるものに 1 つ○をつけて下さい。 

（1：まったくあてはまらない，2：あまりあてはまらない，3：どちらともいえ

ない，4：ややあてはまる，5：非常にあてはまる の 5 件法） 

 

Q1_1. 恐ろしい 

Q1_2. 死に至る可能性がある 

Q1_3. どんな影響があるかわからない 

Q1_4. 科学的に解明されていない 

Q1_5. 自分が感染するリスクが高いと思う 

Q1_6. 自分が感染した場合に重症化し、命の危険があるのではないかと心配だ 

Q1_7. 自分が感染した場合に治療法がないことが不安だ 

Q1_8. 知らない間に感染して周りの人に新型コロナウイルスをうつしてしまう

のではないかと心配だ 

Q1_9. 感染したら家族に新型コロナウイルスをうつしてしまうのではないかと

心配だ 

Q1_10. 自分が感染すると周りから白い目で見られるのではないかと心配だ 

Q1_11. 自分が感染すると職場など周りに迷惑をかけることが気がかりだ 

Q1_12. 新型コロナウイルスによる社会全体での経済の悪化が心配だ 

Q1_13. 新型コロナウイルス感染拡大による医療の崩壊が心配だ 

Q1_14. 新型コロナウイルスのことを考えると不安になる 

Q1_15. 新型コロナウイルスを怖いと感じる 

 

 

Q2 あなたは、新型コロナウイルスについて以下のリスクはどれぐらいあると

思いますか。0－100％の数値でお答え下さい。 

今後 1 ヶ月以内に自分自身が感染する可能性  （    ）％ 

今後 1 ヶ月以内に自分と同じ都道府県に住んでいる平均的な人が感染する可能

性  （    ）％ 
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Q3 あなたは、新型コロナウイルス感染予防のために、以下の行動をどれぐらい

実施していますか。それぞれ最もあてはまるものに○をつけて下さい。 

（1：まったくしていない，2：あまりしていない，3：どちらともいえない，4：

なるべくしている，5：可能なかぎりしている の 5 件法） 

 

Q3_1. 外出時はマスクを着用する 

Q3_2. 帰宅時に手を洗う 

Q3_3. 用事がない時は外出を控える 

Q3_4. 手洗いができない時は、手指消毒用アルコールを使う 

Q3_5. 他府県に行くことを控える 

Q3_6. 手洗いは、石けんを用いて 15 秒以上洗う 

Q3_7. 定期的に窓を開けて、部屋の空気を入れ換える 

Q3_8. 人ごみや繁華街への外出を控える 

Q3_9. 自分の目や鼻、口など顔を触らない 

 

 

Q4 以下の質問について、最もあてはまる番号に○をつけて下さい。 

（1：まったくそう思わない，2：あまりそう思わない，3：どちらともいえない，

4：ややそう思う，5：たいへんそう思う の 5 件法） 

 

Q4_1. 多くの人が外出時にはマスクをつけるべきだと考えている 

Q4_2. 多くの人が不要不急の外出は控えるべきだと考えている 

Q4_3. 多くの人が手洗い・アルコール消毒を行うべきだと考えている 

Q4_4. 多くの人が他府県には行くべきでないと考えている 

Q4_5. 自分は、外出時にはマスクをつけるべきだと思う 

Q4_6. 自分は、不要不急の外出は控えるべきだと思う 

Q4_7. 自分は、手洗い・アルコール消毒を行うべきだと思う 

Q4_8. 自分は、他府県には行くべきでないと思う 

 

 

Q5 あなたは、新型コロナウイルスに感染した人について、どのように思います

か。 

（1：まったくそう思わない，2：あまりそう思わない，3：どちらともいえない，

4：ややそう思う，5：たいへんそう思う の 5 件法） 

 

Q5_1. 気の毒だ 
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Q5_2. 無事に良くなってほしい 

Q5_3. 他人に迷惑をかけている 

Q5_4. 他者から批判されても仕方がない 

Q5_5. 腹立たしい 

 

 

Q6 あなたは、マスクをつけずに外出している人について、どのように思います

か。 

（1：まったくそう思わない，2：あまりそう思わない，3：どちらともいえない，

4：ややそう思う，5：たいへんそう思う の 5 件法） 

 

Q6_1. 他人に迷惑をかけている 

Q6_2. やむを得ない理由があるのだろう 

Q6_3. 腹立たしい 

Q6_4. マナーがなっていない 

 

 

Q7 自分がマスクをつけずに外出した場合、周りの人からどのように見られる

と思いますか。 

（1：まったくそう思わない，2：あまりそう思わない，3：どちらともいえない，

4：ややそう思う，5：たいへんそう思う の 5 件法） 

 

Q7_1. 他人に迷惑をかけている 

Q7_2. やむを得ない理由があるのだろう 

Q7_3. 腹立たしい 

Q7_4. マナーがなっていない 

 

 

Q8 以下の質問について、あなたの意見に最もあてはまるものに○をつけて下

さい。 

（1：まったくそう思わない，2：あまりそう思わない，3：どちらともいえない，

4：ややそう思う，5：たいへんそう思う の 5 件法） 

 

Q8_1. 新型コロナウイルスは十分注意すれば予防することが可能だ 

Q8_2. 新型コロナウイルスは注意しても防ぐことが難しい 

Q8_3. 新型コロナウイルスに感染するのは、本人の責任だ 
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Q8_4. 新型コロナウイルスに感染するのは本人の行動より周囲の状況による

ものだ 

 

 

Q9 新型コロナウイルス感染拡大により、あなたの生活には影響はありました

か。あてはまるものにいくつでも○をつけて下さい。（複数回答可） 

 

1. 世帯収入が減った 

2. 自身、または配偶者の仕事がなくなった 

3. 仕事がテレワークになった 

4. 子ども・または自身の学校が休校になった 

5. 遠方に住む家族に会えなくなった 

6. 趣味の活動ができなくなった 

7. ほとんど影響はなかった 

8. その他（       ） 

 

 

Q10 過去 2 週間の間、以下の問題で悩まされたことがどれぐらいありました

か？ 

（0：まったくない，1：数日間 ，2：週の半分以上，3：ほとんど毎日 の 4 件

法） 

 

Q10_1. 緊張感、不安感または神経過敏を感じる 

Q10_2. 心配することを止められない、または心配をコントロールできない 

Q10_3. 気分が落ち込む、憂うつになる、または絶望的な気持ちになる 

Q10_4. 物事に対してほとんど興味がない、または楽しめない 

 

 

Q11 新型コロナウイルス感染症とそれによる生活の変化によって生じた不安

や心配、気分の落ち込みなどのこころの変化を、以下の方法でメンタルヘルス

の専門家（精神科医、臨床心理士、公認心理師など）に相談したいと思います

か。 

（1：相談したいと思わない，2：相談したいとあまり思わない，3：相談したい

と少し思う，4：相談したいと思う の 4 件法） 

 

Q11_1. 対面での相談 
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Q11_2. 電話での相談 

Q11_3. オンラインでの相談（Skype，Zoom など） 

 

 

Q12 メンタルヘルスの専門家に対面あるいはオンラインで相談する場合、次の

ことをどのくらい心配に思いますか？当てはまる数字に○をつけてください。 

（1：心配ではない，2：あまり心配ではない，3：少し心配だ，4：心配だ の 4

件法） 

 

Q12_1. 対面での相談によりメンタルヘルスの専門家や他のスタッフから感染

するかもしれないこと 

Q12_2. 対面での相談によりメンタルヘルスの専門家や他のスタッフに感染さ

せてしまうかもしれないこと 

Q12_3. 対面での相談の行き帰りに自分が感染するかもしれないこと 

Q12_4. 対面での相談の行き帰りに自分が周囲を感染させてしまうかもしれな

いこと 

Q12_5. 対面での相談の際に不要不急な外出をしていると周囲から思われるこ

と 

Q12_6. オンラインでの相談では，相談したい内容の微妙なニュアンスが伝わら

ないかもしれないこと 

Q12_7. オンラインでの相談では，専門家の反応がよく分からないこと 

Q12_8. オンラインでの相談のためのプライベートな空間や時間（相談中他の人

に邪魔されない個室など）を確保できないこと 

Q12_9. オンラインでの相談では，インターネット通信料がかかること 

 

 

Q13 新型コロナウイルス感染症に関連して，あなたは次のようなことをどの程

度ストレスと感じていますか。 

（1：まったくストレスに感じない，2：あまりストレスに感じない，3：ややス

トレスに感じる，4：とてもストレスに感じる，5：該当しない の 5 件法） 

 

Q13_1. 自分自身が感染するかもしれないこと 

Q13_2. 他者を感染させるかもしれないこと 

Q13_3. もし感染した場合に，周囲からどのように見られるか，差別にあうので

はないかということ 

Q13_4. 新型コロナウイルス感染症に関する情報が多すぎること 
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Q13_5. 身体的距離の確保，マスクの着用といった「新しい生活様式」 

Q13_6. 出勤・通学が再開したこと 

Q13_7. 仕事や学校がまだオンラインであること 

Q13_8. 経済面の心配や仕事を失うのではないかという不安 

Q13_9. 外出を控えなければならないこと 

 

 

Q14 新型コロナウイルスに関する情報について、次の情報源から入手すること

がどれぐらいありますか。 

（1：まったくない，2：たまにある，3：時々ある，4：しばしばある，5：とて

もよくある の 5 件法） 

 

Q14_1. テレビのニュース番組 

Q14_2. テレビのワイドショーなどの情報番組 

Q14_3. 新聞 

Q14_4. インターネットニュース（Yahoo ニュースなど） 

Q14_5. ツイッター、フェイスブック、インスタグラムなどの SNS 

Q14_6. 人との会話 

 

 

Q15 新型コロナウイルス感染拡大により、あなたと家族や周りの人との関係に

は変化があったでしょうか。それぞれ、最もあてはまるものに○をつけて下さ

い。 

（1：全くあてはまらない 2：あまりあてはまらない 3：どちらともいえない 

4：ややあてはまる 5：非常にあてはまる の 5 件法） 

 

Q15_1. 家族と過ごす時間が増えて、家族との絆が深まった 

Q15_2. 家族と過ごす時間が増えて、けんかやいさかいが増えた 

Q15_3. 以前と比べて、対面での人づきあいが減った 

Q15_4. 人と会う機会が減って、人間関係のストレスが減った 

Q15_5. 人と会う機会が減って、孤独感を感じる 

Q15_6. 離れている人との絆を再確認した 

Q15_7. 人との助け合いが増えた 

Q15_8. 今後、人との対面でのつきあいを減らしたい 

Q15_9. 新型コロナウイルスの感染リスクがなくなっても、人との対面でのつき

あいを減らしたい 
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Q15_10. 新型コロナウイルスの感染リスクがなくなったら、人との対面でのつ

きあいを増やしたい 

 

 

Q16 以下のそれぞれの文章について、あなたはどれほど当てはまると思います

か。もっとも 

当てはまると思う数値を選んでください。（2 回目削除） 

（1：全くあてはまらない 2：あまりあてはまらない 3：どちらともいえない 

4：ややあてはまる 5：非常にあてはまる の 5 件法） 

 

Q16_1. できるだけ多くの友達をつくりたいし，つくれると思う 

Q16_2. 友達になるために，自分から積極的に話しかけたりする 

Q16_3. 新しい友達をつくるのが好きだ 

Q16_4. 初対面の人が多い時，その人たちと仲良くなりたいと思う 

Q16_5. 初対面の人とでも，すぐに打ち解けて，話ができる 

Q16_6. 知らない人とでも，すぐに仲良くなれると思う 

Q16_7. 飲み会やイベントなど，人が集まるところに行き，人の輪を広げるのが

好きだ 

Q16_8. 初対面の人とは，あまり話をしようとは思わない。 

Q16_9. 新しい友達をつくるのが苦手だ。 

Q16_10. 知り合いが増えるのは楽しい 

 

 

Q17 以下の質問について、あなたの意見に最もあてはまるものに○をつけて下

さい。 

（1：まったくそう思わない 2：あまりそう思わない 3：どちらともいえない 

4：ややそう思う 5：たいへんそう思う の 5 件法） 

 

Q17_1. ストレスは悪影響があり，避けるべきだ 

Q17_2. ストレスは良い影響があり，利用すべきだ 

Q17_3. これから数年間は、コロナ禍と共生していかなければならない 

Q17_4. 当分の間は、新型コロナウイルス対策を考慮した新しい生活様式が続く

だろう 

Q17_5. 今外出などをがまんすれば、コロナ禍が終息し、元の生活様式に戻るだ

ろう 

Q17_6. 今外出などをがまんすれば、数年しないうちに新型コロナウイルス対策
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が成功し、以前の生活に戻るだろう 

Q17_7. 行動自粛をしなくても、ワクチンや治療薬の開発によってコロナ禍が終

息し、元の生活様式に戻るだろう 

 

 

Q18 あなたのお住まいの地域の人たちについてお尋ねします。次のそれぞれの

文が、それらの人々にどれぐらいあてはまるかを、想像してお答え下さい。 

（1：そう思わない 2：あまりそう思わない 3：ややそう思う 4：そう思う 

の 4 件法） 

 

Q18_1. この地域の人たちには、人々と新しく知り合いになる機会がたくさんあ

る 

Q18_2. この地域の人たちが新しい人たちと出会うのは簡単なことだ 

Q18_3. もし現在所属している集団が気に入られなければ、この地域の人たちは

新しい集団に移っていくだろう 

Q18_4. この地域の人たちにとって、付き合う相手を自由に選べないことはよく

ある 

 

 

Q19 以上で質問は終わりです。ご協力、大変ありがとうございました。この調

査や、新型コロナウイルスに関することでご意見がありましたら、自由にお書き

下さい。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 


